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す．両者とも閉塞解除後30分の場合に最小値を示   
Tc－99mDTPAおよびⅠ－131Hippuranによる分腎械能の評価に関する実験的検討  11ヱ3   
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有意差を示さなかった。左側でほ，Hippt汀anチ   
且1ヱヰ  核医学  ヱ6巻9号（iタ89）  
染直後の腎静脈圧の増加した時点のものであるの  
に対し，著者らは語数解除後30分より7日までを   
対象にした．両者の検討では腎静脈結染後の検討  
時間の点で違いがみられるものの，結染側で   
GFR，鼠PFが低下した煮で一致した．また，   
Selkurt7）は，イヌの腎静脈閉塞において150分間  




先に検討した閉塞性尿路障害では，Taylor5）の   
結果と同様にE鼠PFよりもGF鼠の減少が大き  
く，したがってFFは低下した．それゆえ一過性   
腎静脈閉塞の場合にもGF鼠の減少の方が大きい  
ことが予測された．しかし，今回の腎静脈閉塞で  
の結果は，Tc－99ⅨDTPA，Ⅰ－】31Hippuranとも障   
害例のクリアランスは低下し，GFRと王鼠PFの   
解離は見られなかった．むしろ綻計的検討では   
Hippuranの場合で障害側の分腎ER．PFは閉塞解   
除後30分，6時間で有意差を認め，G首鼠の変化  
よりもE鼠pFの変化の方が大きいことが示唆さ   
れた。GF鼠に影響を及ぼす因子としては，腎血   
液流量のほか，糸球体毛細血管圧，ボーマン嚢内  
の静脈圧，血祭蛋白濃度，糸球体の透過性，糸球   
体の膜面横など多くの関与が指摘されている。し  
たがってGF鼠の評価には，これらすべての因子  
を考慮した詳細な検討が必要と思われる．しかし，   
一方腎には自己調節（autoreguiation）が強く作用   





の調べた範囲内で見られなかった。そjl・ゆえ，今   
回の結果の妥当性についてコントロー′ル値を従来  
の結果と比較した．Provoost8）はラットの発育と   
腎機能の関係を検討した際，Cr－51EDTÅとⅠ－   
125Hippuranにより，おのおのGF鼠とERpF  
を測定して，GF鼠1．123±0．110（m〃min／100g），  
E鼠PF2．452±0．三三6rm〃mi11／100g）の数値を得て   
DTPAでともに低下の傾向を示し，そのうち  
Hippuranで閉塞解除後30分，6時間で読計的に  














































ことを示唆している．   

























































1’．おわり に  
一過性腎血管閉塞の動物実験について，これま  
でに報告されたものの多くはm血opunctureによ  
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Thesplitrenalfunctionwasmeasuredinorder  
toevaltla短tbeaiterati（〉nOfむrenalfunctionsecond＿  
ary fiom transient renalveim otiStruCtion。T血ree  








Of Tc－99m andI－13lof these samples were  
measuredrespectivelyuslngaWelltypescintillation  
COunter at血e energy ranges of140監eV土25㌢；  
and360監eV±25％。
Intheobstructedside，the bloodclearancesof  
王－131‡‡ippuran（空風菅野）andTc－99mD甘PA（G首鼠）  
We陀 ecreasedat30minand6hraftertherelease  
Ofleftrenalveinobstruction。Therefbrethe且1trか  




Vein obstructio鱒，al払ou由1the combi皿ed study  
usir唱bothagelユtSismorepre詣rable。  
馳yw¢貫通s：T －99mむTPA，Ⅰ－131Hippuran，  
Renalvein，Splitrenalfunction，Filtrationfraction。   
